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1 50 6 4 85 0
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橋 梁 補 修 計 画 一 般 図

2 . 5 0 0 % 2.500%

AP+0.000m

至 美 馬 市 美 馬 町

至 つ る ぎ 町 半 田

図 示 図 面 番 号

工 事 名

路 線 名 等

工 事 箇 所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事 業 者 名

構造物撤去工，橋面防水工，舗装工

構造物撤去工，橋面防水工，舗装工

橋 梁 補 修 計 画 一 般 図

徳 島 県 美 馬 県 土 整 備 事 務 所

/

(一 )美 馬 半 田 線 (青 石 橋 )

美 馬 郡 つ る ぎ 町 半 田 松 生

R8馬 土 美 馬 半 田 線 (青 石 橋 ) つ ・ 半 田 松 生

橋 面 補 修 工 事

1 4

当初設計図面

施工延長 L=80.0m

施工延長 L=80.0m

有 効 幅 員

車 　 道

自 歩 道

斜 　 　 　 　 　 角

横 断 勾 配

平 　 面 　 線 　 形

縦 　 断 　 勾 　 配

車 　 道

自 歩 道

適 用 示 方 書

支 　 　 　 　 　 間

径 　 　 間 　 　 長

橋 　 　 　 　 　 長

設 計 自 動 車 荷 重

形 　 　 　 　 　 式

現 況 橋 梁 諸 元

7 径 間 連 続 P C箱 桁

1等 橋 ( T L - 2 0 )

5 2 0 . 0 0 0 m

6 5 . 0 0 0 + 5 x 7 8 . 0 0 0 + 6 5 . 0 0 0 m

6 4 . 1 5 0 + 5 x 7 8 . 0 0 0 + 6 4 . 1 5 0 m

0 . 7 5 + 3 . 0 0 + 3 . 0 0 + 0 . 5 0 = 7 . 2 5 0 m

R = ∞

2 . 5 0 % 凸 型 勾 配 　 V C L = 4 0 0 . 0 0 0 m

2 . 0 0 % 凸 型 勾 配

A 1 ～ P 6 : 9 0 ° , A 2 : 右 7 5 °

昭 和 4 7 年 3 月 　 道 路 橋 示 方 書 ・ 同 解 説

一 般 県 道 美 馬 半 田 線路 　 　 線 　 　 名

設 　 計 　 速 　 度 V = 5 0 k m / h

架 設 年 度 昭 和 5 8 年 ( 1 9 8 3 年 ) 3 月

2 . 2 0 0 m ( 片 側 、 上 流 )

2 . 0 0 % 片 勾 配

6 4 . 8 5 0 + 5 x 7 8 . 0 0 0 + 6 4 . 8 5 0 m桁 　 　 　 　 　 長

3 00 0 3 00 0

7 5 0 6 00 0 5 0 0

6 0 0 7 25 0 3 00 2 20 0 4 00
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A1 端 支 点 部
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2 7 50 2 75 0
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2 4 7 5 5 50 0 24 7 5
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2
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2
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径 間 中 央 部

1 0 2 5

7
02 . 0% 2.0%

断 面 図 S= 1: 1 00

2.0%

補修工法一覧
補 　 修 　 工 　 法 　 一 　 覧

補 修 工 法 備 　 考部 位 ・ 部 材

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 工 ,区 画 線 工

路 面 切 削 工 ,塗 膜 系 防 水 工 ,導 水 管 ・ 水 抜 き パ イ プ 設 置 工

橋 面 構 造 物 撤 去 工 ,橋 面 防 水 工 ,舗 装 工 他

構 造 物 撤 去 工 ,橋 面 防 水 工 ,舗 装 工

構 造 物 撤 去 工 ,橋 面 防 水 工 ,舗 装 工

構 造 物 撤 去 工 ,橋 面 防 水 工 ,舗 装 工

構 造 物 撤 去 工 ,橋 面 防 水 工 ,舗 装 工

フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 端 末 を 、 橋 軸 方 向 に ず ら し

橋 脚 に 雨 水 が 流 れ な い よ う に 設 置 す る

フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 端 末 を 、 橋 軸 方 向 に ず ら し

橋 脚 に 雨 水 が 流 れ な い よ う に 設 置 す る

Ｐ４ Ｐ５Ｐ３Ｐ２Ｐ１ Ｐ６
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橋 面 補 修 工 詳 細 図 (1/2)
橋 面 工 撤 去 図

径間長 78000 径間長 78000

P2 P3
径間長 78000

縦断勾配1%以上 縦断勾配1%未満

20000 20000

境界壁取壊し位置

既設排水桝間隔 20000

175

既設排水桝 既設排水桝 既設排水桝 既設排水桝

5000500050005000 50005000 50005000 50001000010000 10000

径間長 78000

P3
径間長 78000

P4
径間長 78000

縦断勾配1%以上

20000200002000020000

5000 50005000 50005000 5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000

既設排水桝 既設排水桝 既設排水桝 既設排水桝 既設排水桝

平 面 図

平 面 図

既設排水桝 既設排水桝 既設排水桝 既設排水桝

既設排水桝 既設排水桝 既設排水桝 既設排水桝 既設排水桝
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舗
装

版
切

断
工

(
t
=9

.
0
c
m)

L
=7

2
5
0

P2-P3径間(付近)

名　称

80.000 x 7.250

数量(m2)

580.0

数 式

路面切削工(車道部:t=9.0cm) 数量表

合 計 1162.5

P2-P3径間(付近)

名　称 数量(m2)

1.9

数 式

舗装版破砕工(歩道部:平均t=5.0cm) 数量表

合 計 352.8

車道(路面切削工)

歩道(路面切削工)

凡例

歩車道境界壁(境界壁撤去工)

6825

S=1:100

注記

・舗装厚さ、施工延長等の現地調査を実施し、施工を実施すること。

・施工時は排水桝を損傷させず施工を実施すること。

5000 5000

既設排水桝

既設排水桝

300

3
0
0 300

3
0
0

20000

路面切削工(アスファルト舗装版(車道)t=9.0cm) L=80000

舗装版破砕工(アスファルト舗装版(歩道)平均t=3.0cm) L=80000

舗装版破砕工(アスファルト舗装版(歩道)平均t=3.0cm) L=80350

舗
装

版
切

断
工

(
t
=9

.
0
c
m)

L
=7

2
5
0

既設排水桝間隔

境界壁取壊し位置175

P3-P4径間(付近) 80.350 x 7.250 582.5

P3-P4径間(付近) 80.350 x 2.200 176.8

0.18 x 9 + 0.07 x 4

図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

図 示

橋面補修工詳細図( 1 /2 )

2図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

図 示 / 4

徳島県美馬県土整備事務所
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400 2350 2350 400

150

2475 5500 2475
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7
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舗装版破砕工平均t=5.0cm(t=3.0～7.0cm)

境界壁撤去工

断 面 図 S=1:50

路面切削工(車道部) t=5.0cm

N=30箇所

S=1:30境 界 壁 撤 去 工 詳 細 図

2
4
0

3
0

境界壁撤去工

A=0.081m2

2
7
0

300

境界壁撤去工（コンクリート構造物取壊し・無筋構造物）　 数量表

注記

・設計段階では既設境界壁の鉄筋は切断しないこととしている。

切断が必要な場合は、協議を実施し補強鉄筋を追加すること。

P2-P3径間(付近)

名　称

0.081 x 0.300 x 13

数量(m3)

0.316

寸法・材質

合 計 0.729

P3-P4径間(付近) 0.4130.081 x 0.300 x 17

道路CL

橋長 520000

65000 78000 78000 78000 78000 78000 65000

位 置 図
A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 A2

S=1:1000

一
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国
道

19
2号

一般県道 美馬半田線

青石橋 一
級

河
川

吉
野

川

至 美馬市美馬町
至 つるぎ町半田

施工延長 L=80000

美馬郡つるぎ町半田松生

当初設計図面

(一)美馬半田線(青石橋)

R8馬土 美馬半田線(青石橋) つ・半田松生

橋面補修工事



径間長 78000 径間長 78000

P2 P3
径間長 78000

縦断勾配1%以上 縦断勾配1%未満

20000 20000

水抜きパイプ等設置位置

既設排水桝間隔 20000

175

水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ

既設排水桝へ接続(削孔φ20程度)

既設排水桝

既設排水桝へ接続(削孔φ20程度)

既設排水桝

既設排水桝へ接続(削孔φ20程度)

既設排水桝

既設排水桝へ接続(削孔φ20程度)

既設排水桝

5000500050005000 50005000 50005000 50001000010000 10000

平 面 図

径間長 78000 径間長 78000

P2

縦断勾配1%以上 縦断勾配1%未満

P3
径間長 78000

10000 10000 10000 5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000

側 面 図

水抜きパイプ

スラブドレーン同左

フレキシブルチューブ延長

車道側:L=5.0m

歩道側:L=3.5m

ステンレス厚サドル20A

車道側:N=2個

歩道側:N=2個

水抜きパイプ

スラブドレーン同左

フレキシブルチューブ延長

車道側:L=4.0m

ステンレス厚サドル20A

車道側:N=2個

歩道側:N=2個

水抜きパイプ

スラブドレーン同左

フレキシブルチューブ延長

車道側:L=4.0m

歩道側:L=2.5m

ステンレス厚サドル20A

車道側:N=2個

歩道側:N=2個

水抜きパイプ

スラブドレーン同左

フレキシブルチューブ延長

車道側:L=4.0m

歩道側:L=2.5m

ステンレス厚サドル20A

車道側:N=2個

歩道側:N=2個

水抜きパイプ

スラブドレーン同左

フレキシブルチューブ延長

車道側:L=3.5m

歩道側:L=2.5m

ステンレス厚サドル20A

車道側:N=2個

歩道側:N=2個

水抜きパイプ

スラブドレーン同左

フレキシブルチューブ延長

車道側:L=3.5m

歩道側:L=2.5m

ステンレス厚サドル20A

車道側:N=2個

歩道側:N=2個

水抜きパイプ

スラブドレーン(標-3)同等品(車道側)

スラブドレーン(標-6)同等品(歩道側)

フレキシブルチューブ延長

車道側:L=4.0m

歩道側:L=3.0m

ステンレス厚サドル20A

車道側:N=2個

歩道側:N=2個

水抜きパイプ

スラブドレーン同左

フレキシブルチューブ延長

車道側:L=5.0m

歩道側:L=3.5m

ステンレス厚サドル20A

車道側:N=2個

歩道側:N=2個

橋 面 工 補 修 図

橋 面 補 修 工 詳 細 図 (2/2)

車道(橋面防水工,アスファルト舗装工)

歩道(橋面防水工,アスファルト舗装工,無収縮モルタル工)

歩車道境界(コンクリート復旧工)

凡例

4
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水抜きパイプ

4
0
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水抜きパイプ

4
0
0

水抜きパイプ
4
0
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水抜きパイプ

4
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水抜きパイプ

4
0
0

水抜きパイプ

4
0
0

水抜きパイプ

4
0
0

水抜きパイプ

4
0
0

水抜きパイプ

既設排水桝へ接続(削孔φ14程度)

5
5
0 既設排水桝へ接続(削孔φ14程度)

5
5
0

5
5
0

既設排水桝へ接続(削孔φ14程度)

5
5
0

既設排水桝へ接続(削孔φ14程度)

1

1

2

2

S=1:100

既設排水桝

5000

アスファルト舗装工(車道厚t=9.0cm),床版防水工(塗膜系防水) L=80000

区画線工(路側線:白色実線15cm) L=80000x2箇所 , 区画線工(中央線：黄色実線15cm) L=80000

舗装端部処理(導水パイプ(φ18)他) L=80000

舗装端部処理(車道境界壁側:導水パイプ(φ12)他) L=80000(直線部)+400x9箇所(横断部)+550x4箇所(横断部排水桝部)=85800

舗装端部処理(歩道側:導水パイプ(φ12)他) L=80000

アスファルト舗装工(歩道舗装厚t=3.0cm(標準部),平均t=3.1cm),床版防水工(塗膜系防水),無収縮モルタル工(平均t=2cm) L=80000

20000

5000

注記

・舗装厚さ、施工延長等の現地調査を実施し、施工を実施すること。

・施工時は排水桝を損傷させず施工を実施すること。

・歩道側ドレーン管設置は、箱桁WEBが近接しているため、注意して施工すること。

・水抜きパイプ用の削孔において、鉄筋探査を実施すること。(床版に鉄筋・PC鋼材が配置されている。)

・境界壁復旧工を実施するにあたり、施工箇所に既設水抜き口(開口幅200,開口高50)がある個所は、水抜き口を設置する。

・境界壁復旧工を実施するにあたり、開口部が無い箇所でのコンクリート打設は、水抜きパイプを養生しモルタル等がパイプ内に入らないようにすること。

水抜きパイプ
スラブドレーン同左

フレキシブルチューブ延長

車道側:L=5.5m

歩道側:L=4.0m

ステンレス厚サドル20A

車道側:N=2個

歩道側:N=2個

図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺

会 社 名

事業者名

図 示

橋面補修工詳細図( 2 /2 )

3図面番号

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺
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7
02.0% 2.0% 2.0%

水抜きパイプ

スラブドレーン(標-3)同等品

水抜きパイプ

スラブドレーン(標-6)同等品

舗装端部処理

導水パイプ他

舗装端部処理

導水パイプ他境界壁復旧工

断 面 図 S=1:50

舗装端部処理

導水パイプ他

アスファルト舗装工(車道部)

床版防水工(塗膜系防水層)

1 - 1

水抜きパイプ

スラブドレーン(標-3)同等品
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水抜きパイプ

スラブドレーン(標-6)同等品

舗装端部処理

導水パイプ他

舗装端部処理

導水パイプ他境界壁復旧工

舗装端部処理

導水パイプ他

2 - 2

3
0
0
以

上

基層(粗粒度As) 平均厚 4.0cm
表層(密粒度As）平均厚 5.0cm

アスファルト舗装工(車道部)

床版防水工(塗膜系防水層)

基層(粗粒度As) 平均厚 4.0cm
表層(密粒度As）平均厚 5.0cm

道路CL

橋長 520000

65000 78000 78000 78000 78000 78000 65000

位 置 図

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 A2

S=1:1000

一
般

国
道

19
2号

至 美馬市美馬町
至 つるぎ町半田

一
級

河
川

吉
野

川

一般県道 美馬半田線

青石橋

施工延長 L=80000

フレキシブルチューブ端末を、橋軸方向にずらし
橋脚に雨水が流れないように設置する

美馬郡つるぎ町半田松生

当初設計図面

(一)美馬半田線(青石橋)

R8馬土 美馬半田線(青石橋) つ・半田松生

橋面補修工事

歩道側:L=3.0m
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コンクリート床版

プライマー

防水材(アスファルト加熱型)

珪砂

アスファルト舗装（基層） t=40mm

舗 装 詳 細 図

車道部(塗膜系防水層)

・床版削孔前に鉄筋探査を実施すること

・表記の同等品は1例であり製品を指定するものではない。

・現地計測の上、寸法を決定すること。

断 面 図 S=1:50
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2.0% 2.0% 2.0%

水抜きパイプ
水抜きパイプ

舗装端部処理

導水パイプ他

舗装端部処理

導水パイプ他境界壁復旧工

舗装端部処理

導水パイプ他

アスファルト舗装工(車道部)
基層(粗粒度As)平均厚4.0cm
表層(密粒度As）平均厚5.0cm

床版防水工(塗膜系防水層)

7
0

8
0

舗 装 端 部 処 理 詳 細 図 S=1:5

アスファルト舗装

t=50mm程度
3
0

20

50
導水パイプ

(φ18)成形目地材

(セロシールSS同等品)

プライマー

端部目地処理材

(シルバーメッシュ同等品)

橋面防水工

塗膜系防水層

車道地覆側

アスファルト舗装

t=50mm程度

3
0

2
0

5
0程

度

導水パイプ

(φ12) 成形目地材

(セロシールSS同等品)

プライマー

端部目地処理材

(シルバーメッシュ同等品)

橋面防水工

塗膜系防水層

車道境界壁側

アスファルト舗装

t=30mm程度

30
程
度

導水パイプ

(φ12)
成形目地材

(セロシールSS同等品)

プライマー

橋面防水工

塗膜系防水層

歩道側

端部目地処理材

(シルバーメッシュ同等品)

端部処理材数量表

名称

成形目地材 セロシールSS同等品

φ12

m

単位

m

数量

1橋当り数量

導水パイプ

寸法・材質

152.5

223.3

A1-P1

159.8

237.8

P1-P2

85.8

160.0

P2-P3

122.1

170.7

P6-A2

導水パイプ φ18 m 70.8 78.0 80.0 48.6

端部処理工 m 223.3 237.8 160.0 170.7シルバーメッシュ同等品

水抜きパイプ数量表
名称

コンクリート削孔 φ100,L=50

芯棒打込み式M4

孔

単位

本

数量

1橋当り数量

コンクリートアンカーボルト設置

寸法・材質

44

10

A1-P1

72

18

P2-P3

40

14

P4-P5

8

6

P6-A2

コンクリート削孔 φ50,L=441 孔 4 9 7 3

コンクリート削孔 孔 4 9 7 3φ50,L=211

コンクリート削孔 φ50,L=511 孔 1 - - -

コンクリート削孔 φ50,L=741 孔 1 - - -

エポキシ樹脂注入 エポキシ樹脂 kg 6.441 12.27 7.954 3.409

水抜きパイプ スラブドレーン(標-3)同等品 本 4 9 7 3

水抜きパイプ スラブドレーン(標-6)同等品 本 4 9 7 3

水抜きパイプ スラブドレーン(標-7)同等品 本 1 - - -

水抜きパイプ スラブドレーン(標-9)同等品 本 1 - - -

フレキシブルチューブ 樹脂製φ25 m 33 66 41 14

ステンレス厚サドル 20A 個 22 36 20 4

鉄筋探査 下向き 箇所 0.40 0.72 0.56 0.24

鉄筋探査は□200x200を想定した。

バルブソケット VP25A用 個 - - 4 4

168.3

248.6

P3-P4

80.4

248.6

165.0

245.0

P4-P5

80.0

245.0

159.8

237.8

P5-P6

78.0

237.8

32

8

P1-P2

96

24

P3-P4

8

8

P5-P6

4 12 4

4 12 4

- - -

- - -

4.545 13.636 4.545

4 12 4

4 12 4

- - -

- - -

28 85 20

16 48 4

0.32 0.96 0.32

- - 6

以内
50mm

以内
50mm

以内
50mm

再生密粒度アスコン（13）

再生祖粒度アスコン（20）

タックコート PK-4 (0.4Ｌ/m2)

2
40

3
0

27
0

300

境 界 壁 復 旧 工 詳 細 図 S=1:30

施工箇所に水抜き口(開口幅200,開口高50)がある個所は、水抜き口を設置する。

開口部が無い箇所でのコンクリート打設は、水抜きパイプを養生しモルタル等がパイプ内に入らないようにすること。

コンクリート σck=24N/mm2
型枠 小型構造物

境界壁復旧工

名称

型枠 小型構造物 m2

単位
数 量

1橋当り数量

寸法・材質

1.296 1.296 2.106 2.754 11.400

コンクリート σck=24N/mm2 m3 0.194 0.194 0.316 0.413 1.708

A1-P1 P1-P2 P2-P3 P3-P4 合計P4-P5 P5-P6 P6-A2

1.782 1.296 0.870

0.267 0.194 0.130

排 水 桝 部 詳 細 図 S=1:10

縦断勾配

低い側 高い側

車道側

既設排水桝

既設排水桝へ接続(削孔φ20程度)

導水パイプ(φ18) 導水パイプ(φ18)

地覆

歩道側

既設排水桝へ接続(削孔φ14程度)

導水パイプ(φ12)

既設排水桝数量表

名 称

既設排水桝削孔 削孔φ20程度

削孔φ14程度

箇所

単位

箇所

数 量

1橋当り数量

既設排水桝削孔

寸法・材質

3

3

A1-P1

4

4

P1-P2

4

4

P2-P3

5

5

P3-P4

φ50削孔

φ100削孔

5
0

2
11

30
2
0

エポキシ樹脂注入

ゴムパッキン

スプリングフィルター

吊り金具

取付キャップ

フレキシブルチューブ

樹脂製φ25

水抜きパイプ

スラブドレーン(標-3)同等品

車道側

5
0

51
1

2
0

30

φ50削孔

φ100削孔

水抜きパイプ

スラブドレーン(標-7)同等品

車道側

5
0

44
1

3
0

2
0

φ50削孔

φ100削孔

歩道側

74
1

5
0

φ50削孔

φ100削孔

30
2
0

歩道側

水抜きパイプ

スラブドレーン(標-6)同等品
水抜きパイプ

スラブドレーン(標-9)同等品

4
0

40

水 抜 き パ イ プ 詳 細 図 S=1:10

流末側

フレキシブルチューブ

樹脂製φ25

30
0以

上

ステンレス厚サドル

20A

コンクリートアンカーボルト設置

芯棒打込み式M4

流末側

フレキシブルチューブ

樹脂製φ25

既設排水管

バルブソケット

VP25A用

P4-P5 P5-P6 P6-A2

8

4

4

4

2

2

連結

美馬郡つるぎ町半田松生

当初設計図面

(一)美馬半田線(青石橋)

R8馬土 美馬半田線(青石橋) つ・半田松生

橋面補修工事

アスファルト舗装（表層） t=50mm
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参考図
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工 事 名

路線名等
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仮設工参考図
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下流側施工時
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断 面 図 S=1:100

上流側施工時

3560 6190

一般車両通行区間 工事規制区間

3940 3310

工事規制区間 一般車両通行区間

橋梁点検車(8t車)

橋梁点検車(8t車)

注記

・本図面は参考図であるため、最適案を検討すること。

・工事時は、予告看板等を設置すること。

・橋梁点検車は、現地条件を考慮し、施工可能な車両を使用すること。
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P2-P3径間付近施工時
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徳島県美馬県土整備事務所

美馬郡つるぎ町半田松生

(一)美馬半田線(青石橋)

R8馬土 美馬半田線(青石橋) つ・半田松生

橋面補修工事


